
写真提供：福岡市

　　　　福岡市財政局技術監理部のご支援をいただき、市役所担当職員と建設業の現場代理人

　　　　との「第２回意見交換会」を令和２年１１月１８日に実施しました。

　●福岡市：財政局技術監理部の課長・係長・係員　８名

　　（財政局技術監理部）

　　　　公共工事を効率的・効果的に実施するための技術管理の総括・調整を行う。

　●福岡市舗装協会：技術安全委員会（主に現場代理人）　７名

　　　　この意見交換会は地場建設業に携わる技術者が福岡市の施策をより深く理解し、自らの

　　　　業務を適正かつ効率的に行える環境づくりを主な目的としています。

　　　　第１回目は平成２９年１１月に開催し、設計変更など直面する課題について意見交換しました。

　　　　今回は福岡市が新たに取り組もうとしている重要課題などについて意見交換しました。

　　　　主な議題は

　　　　年間を通して安定した工事量の確保

　　　　週休二日制の普及

　　　　複雑な工事関係書類の簡素化・統一化

　　　　ICT（情報通信技術）活用による工事現場の近代化

　　　ASP（アプリケーションサービスプロバイダ）活用による情報共有システムの推進

　　　　　などについてです。

　　　　今後とも行政と建設業の実務者が抱える課題を共有し解決に取り組み、

行政施策の推進に努めてまいります。

福岡市においては建設業の「働き方改革」推進に 

向けた取り組みが積極的に進められています。 

工事の発注者（市）・受注者（建設業）双方において 

さらなる業務の効率化が求められています。 

地場建設業においては中長期的な担い手の確保と 

育成が急務の課題となっています。  

福岡市舗装協会は「働き方改革」を市と協働して進め 

さらに魅力ある地場建設業を目指します。 

一般社団法人  福岡市舗装協会 



九建日報　令和２年１１月２４日掲載記事


